
第2回福島県建設業審議会資料

「建設業のあり方に関する研究会」の発言要旨から
「建設業の担うべき役割」に関するコメントを抜粋

＜社会資本整備の担い手＞

1  我々地方の建設業者は、社会資本整備の一端を担っている責任のもと、仕事のみ
ならず地域貢献に取り組んできた。 県北

2  物をつくる喜び。作った担当者は誇りと思っていた。 県中

3  公共事業を通じて地元へ貢献してきたという自負があった 南会津

4  公共工事を請け負う立場として、「安かろう、悪かろう」という概念は有してい
ない。 相双

5  受注した以上、品質を確保するのは請負業者として当然の責務であると認識。 相双

6  工事を請け負うものとして、安全第一と品質確保は当然の責務。 相双

7  地元からいいものを作っているな、出入りする方から素晴らしいものを建物を
作っているな、きちんとした設計をしているなと認知される建物づくりが求めら
れると思います。

県庁第３回

8  地元、そして「ものづくり」の大切さ、これは地区の基盤です。立派な物を作
り、環境にマッチした、地域の中でいいものだと信頼される建造物を造る建設業
の仕事というのは必要なんだろうと思います。

県庁第３回

9  地元現状のニーズを把握して要望し、事業化していく いわき

10  地元の基盤を整備して地域づくりに寄与する いわき

11  県管理施設の維持管理業務については、協定に基づき、協会として独自にパト
ロールなどを実施してきている。 相双

12 国の審議官も「ここで公共事業をあきらめるな。前に作ったものの耐用年数が終
わりリフォーム時期が来ている」と言っています。 県庁第2回

13  発注量が減れば、自然淘汰というのはどの業界でもあると思います。 県庁第３回

14  公共事業の意味、目的、地域経済的な波及効果があるときからゆがんでしまっ
た。 県中

＜災害等地域の安全安心の担い手＞

1  大雨災害等が予想される場合、大型土のう等をムダになることも覚悟しながらあ
る程度は事前に準備し、速やかに対応できるようにしている。 県北

2  地元業者なくして地域の安全安心は確保できない。 県北

3 （除雪では）出動命令があれば命を張ってやっている。 県北

4  除雪は社会貢献。 県中

5  除雪の委託工事など、地元の業者だからマンホールや段差が分かり、きちんと除
雪ができるところもある。 喜多方

6  自治体と災害協定を結んでいる。 県中

7  水道関係では２４時間態勢で電話連絡が取れるようにしている。 喜多方

8  災害発生時の応急的な対応等については、地域を守るという純粋な思いで支援を
行ってきた 南会津

9  災害対応も、指名されないのであれば応急工事はできないという会社もいる。 相双



＜地域経済・雇用の担い手＞

1  地域雇用の根幹を支えてきた建設業界が疲弊し、中山間地域の衰退に直結してい
る。 会津若松

2  奥会津と言えば、昭和、三島、金山だが、そこには建設産業しか産業が無いこと
を知ってもらいたい。 会津若松

3  地域貢献とは、雇用である。 会津若松

4  地域の雇用を守る気持ちでがんばっている。 県庁第1回

5  地域の中で雇用を支えておりますのは、JAの職員、市町村職員、そして土木建設
業の皆さんなのかなと思っております。 県庁第３回

＜その他＞

1  業界全体としては、道路清掃や奉仕作業をやっている。施工後の清掃活動等を通
して住民からの信頼を得られると思う。 県北

2  地域のための消防団、PTA、交通安全協会等は建設産業の人達が支えている。 会津若松

3  業界全体では建設見回り隊を結成して、防犯ステッカーを配ったり、地域防災に
対して貢献しようというようなこともやっております 県庁第３回

4  公共事業の経済波及効果に期待。民活による税金の使い方を検討すべき。 県庁第1回

5  農林業と建設業との連携という新たな地域社会づくり、ビジネスモデルといった
ものを研究させて頂きたいと思っている。 県庁第３回

6  中山間地域を守っていくためにも、便利屋（民家の水道補修や屋根工事等）に
なっている。 会津若松

7  地元の高校生の研修、地元のイベントへの参加等により、「地域づくり」「もの
づくり」ひいては「人づくり」に寄与している いわき

8  地域と密着していたという部分では、地域にとって頼りがいのある業種として一
生懸命がんばっていきたいという思いを今でも持っております。 県庁第３回
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